
 

 

 

地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 
北一社学区連絡協議会 

北一社セーフティ・パトロール隊 

２事業名 北一社学区防犯対策強化事業 

３事業実施 

結果 

学区における防犯対策の強化を図るため、次のとおり事業を実施した。 

 

１ 防犯カメラ設置地区アピール看板設置（Ｃ事業） 

「町中防犯カメラ作動中」シールを別途保管のＡ４プレートに貼付後、

自治会に依頼して 200 枚ほど各戸や交差点付近などに掲示することによ

り、防犯カメラの存在をアピールして犯罪の減少を図った。 

               (例)  

 

 

                

          

                    

２ 学区の防犯カメラ 計 10 台を増設（Ｅ事業） 

既存の学区設置防犯カメラに加えて、新たに 10 台の防犯カメラを、名東

警察署にも相談の上設置した。初期費用と維持費の軽減を図るため、地域

住民の個人宅敷地内を借用し、パトロール隊員自身で資材購入から設置工

事まですべてを実施した。 

【ランニングコスト：電気代 1,200 円/年、ＳＤ交換/２年程 等】 

      

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域のイベントにおいて、防犯強化を呼びかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会 北一社まつり 

北一社セーフティ・パトロール隊 



４成果と課題 

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

ア 成果 

防犯カメラの設置後、すぐに犯罪等への捜査協力を行った。 

・11/18(月) 警察より新設防犯カメラの映像提供依頼 

・11/22(金)25(月)21：00～朝「近所で、カット紙を道路に大量バラマキ」

の通報対応 

・11/2(土) 警察より新設防犯カメラの映像提供依頼 

・12/17(火) 9：30 前「白服・帽子の不審な人物が庭に侵入」の通報対応 

 

イ 課題 

防犯カメラを管理する隊員の負担が今まで以上に増加するが、隊の     

参加者がなかなか増えていないため、様々な機会や広報誌等で増員を図

りたい。 

 

（２）今後の取組み 

   ５年程前と比較して犯罪がかなり減少しており、安価で効率的な投資

で成果を上げているので、近隣学区や興味を示される団体等に、我々が

実施してきたことをＰＲしたり、サポートできるように資料を作成した

りすることで、活動を広めていきたい。 

 

 


